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Abstract: Gas and electric power are one of the essential social infrastructure for social and economic 
activities. The purpose of this research is to construct a Real Time Pricing (RTP) model suitable for the 
distribution and sales market of LP gas in Japan by utilizing the Dynamic Pricing Model. As a method of 
predicting demand, we would like to first create a model of power consumption and then apply it to LP 
gas. Analysis of customers' electric power and gas consumption can infer from what standpoint they were 
consuming public goods. Through this, we would like to offer users' reasonable prices to expand their 
choices and contribute to the efficient use of social resources. 
 
 

1．研究背景 

ガス、電気は、社会、経済活動において必要不可

欠な社会インフラの一つである。 
本研究はダイナミック・プライシングモデルを活

用し、日本の LP ガスの流通及び販売市場に適した

Real Time Pricing (RTP)モデルを構築することを目的

とする。 
電力市場に関しては、ダイナミック・プライシン

グモデルに関する報告が、数多く行われているのに

対し、ガス市場に関しては、相対的に分析報告の数

は限定的である。本研究では、ガス市場を対象とし

たダイナミック・プライシングモデルについて検討

を行う。 
次節において関連研究について触れたのち、基礎

分析の結果を示す。4．は、まとめである。 
 

2．関連研究 

2.1 ガス消費量と電力消費量 

 
近年、電力業界では、消費量の多い時間帯の電力

消費を少なくするというピークカットが行われてい

る。これに関連して様々なプライシングモデルが提

案されており、特にダイナミック・プライシングモ

デルが注目を集めている。 
ダイナミック・プライシングモデルは、リアルタ

イムに需要と供給を把握し、最適化された価格を算

出するものである[1]。このようなモデルを使用する

ことで個々の消費者の特性や個別状況が反映された

価格を算出することが可能である。更に、ダイナミ

ック・プライシングを通じ消費者が感じている価値

をより正確に価格に反映することで、既存のステイ

ティック・プライシングに比べて効率性の向上に貢

献することが期待される。 
 
2.2 日本のガス市場の現状 

 
 日本の LP ガス市場は自由料金制である[2]。自由

料金制であるので、原油価格の上昇によって LP ガ

ス料金も変動的に動くことが考えられるが、事業者

によっては原油価格が下落してもガス料金を下げな

い場合も存在する。これらの要因の一つとして LP
ガスの価格には公表義務がなく、市場の閉鎖性のた

め適正価格より高い価格が設定されたとしても消費

者は気付きづらいことが挙げられる。 
1996 年から消費者はガス会社を自由に選ぶこと

ができるようになっている。しかし、現実の選択に

は、様々な要因が存在する。例えば、住宅を新築す
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る際にプロパンガス設備の導入費用をガス事業者が

立て替えるため長期契約を締結する場合が多い。そ

のような場合、適正価格より高い価格の LP ガスの

利用を促される可能性がある1。 
日本のガス市場におけるダイナミック・プライシ

ングモデルの開発においては、こうした日本の LP
ガス市場の特殊性と現実性を勘案する必要性がある

[3]。 
本研究では、電力市場などにおける先行研究の成

果を取り込み、日本のガス市場に関する研究を行う

[3-7]。 
 

3．基礎分析 

LP ガス消費量の季節ごとの消費量を分析したと

ころ、2015∼2019 年の 5 年間の LP ガス消費量から、 

僅差で夏（7∼8 月）の消費量が冬（12∼1 月）の消費

量より高いことを確認した2。 

また、使用料データを基に顧客をグループ化する

ことで、顧客群別のカスタマイズ対応サービスが可

能になる。本分析では、電気使用量データを基に顧

客のクラスター分析を実施し、可視化を行った [5]。
同様の分析はガス使用量を用いても可能であり、今

後の課題である。 
 

4．まとめおよび今後の課題 

本分析では、日本のガス市場におけるダイナミッ

ク・プライシングモデル構築に向けた検討を行った。

現実のデータを用いた詳細な分析は今後の課題であ

る。また、本分析においては、事業者、消費者等、

複数のステークホルダーが存在する。これらを考慮

したエージェントベースモデルおよび人間参加型ア

プローチによる分析やファイナンス分野の知見を取

り込んだ分析も、今後の課題の一つに挙げられる

[9-15]。 
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